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折丁：その要件

a gathering : its requirement
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Abstract
A gathering has usually one signature and one fold at first printing, but a gathering has 

sometimes two folds. As it happens mostly to be in cancellans, one of folds is made in a later 
printing. But **gathering of Elementa philosophica de cive （1742） has two folds at first 
printing. It is difficult to describe it on the present rule of collational formula. So I propose to 
describe it as follows; **（** , **2. **3. **4. **5. 6. 7. 8. 9）.
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本を作るには大きな紙に複数のページを配置し
て印刷する。そして印刷後、紙を折り畳んでいく
と、最終的には、「折り目でつながった」一対の
紙葉の束になる。これを折丁と言う。この時、折
り目は 1つできる。二折、八折などは 1枚の刷り
紙を折りたたむので、この形になる。12折の場合
は、1枚の刷り紙を 2枚に切るが、折り畳んだ後、
折り目に合わせて 2つを重ねるので、折り目は 1
つになる。
そして折丁を順番にそろえていくと本になる
が、作業を効率よく行うために折丁ごとに折記号
が 1つ付けられ、折丁中の紙葉には連番がふられ
る。
従って「最初に」作られる折丁には折記号が 1
つ付き、 1つの折り目で束ねられていることにな
る。
折丁がこのように作られることから、折丁を記
述する規定もこの条件に基づいて作られているは
ずである。
ところが 1折丁、 1折記号であるにもかかわら
ず、折り目を複数見かけることがある。折丁を初
めて作ったとき、 1折記号、 1折り目は折丁が備
える要件ではないのであろうか。

A brief disquisition of the law of nature by James 
Tyrrell（1692）がある。この本のタイトルページ
は図 1に示した。この本で問題になるのはf折丁
であり、この折丁の各紙葉の折記号付けと紙葉の
つながり具合は 3種類あり、表 1、表 2、表 3に
示した（注 1）。

f f2 f3 f4 | □ □ □ □
　 5 6 7 8
（垂線は折り目、上部の横線は紙葉どうしのつ　
ながりを示す）

表 1： f折丁の各紙葉と折記号（ 1）

f | f2 f f2 f3 f4 | □ □ □ □
5 6 7 8

表 2 ： f折丁の各紙葉と折記号（ 2）

f | f2 f2 f3 f4 | □ □ □ □
5 6 7 8

表 3 ： f折丁の各紙葉と折記号（ 3）

上記の 3表は折丁の変更する様子を順番に示し
ている。表 1では何も変化が起こっていない。表
2になると、 2紙葉（ fとf 2 ）が追加される。
そして表 3では表 2中の紙葉 1枚（ f）が削除さ
れる。
そうすると、表 2では折記号 fとf 2 がそして

表 3ではf 2 が重複することになる。折記号と紙
葉番号は異なっていて初めて識別の役割を果た
す。何が起こったのであろうか。
表 2で折記号の表示された紙葉は f、f 2 、 f、

f 2 、f 3 、f 4 の 6 点である。最初の 4点について
は図 2、図 3、図 4、図 5に示した。図 2、図 3
と図 4、図 5を比べると、前 2者の折記号は後 2
者より大きい活字で示されている。前者がgreat 
primer、後者がpicaである（注 2）。f 3 、f 4 も
picaである。両者はどんな関係にあるのだろうか。
表 3を見ると、pica fの折丁には f 1 が無く、
7紙葉である。折り目でのつながり具合を調べる
と、f 2 と 7 枚目、f 3 と 6 枚目、そしてf 4 と 5 枚
目の紙葉が折り目でつながっている。しかし最後
の 8枚目の紙葉はどの紙葉ともつながっていな
い。
それに対して、表 2を見ると、pica f折丁の 1

枚目の紙葉には「TO THE BOOKSELLER」の文
章が印刷され、 8枚目の紙葉とつながっている。
従って表 3ではpicaの f 1 を削除したために 8枚
目の紙葉が単独の紙葉になったことになる。
そこでgreat primer の紙葉を見ると、 1枚目の
紙葉（図 2）には「TO THE BOOKSELLER」の
文章が印刷されている。pica f 1 を削除して、
great primerの紙葉が挿入されたと見て良い。この
時、活字をpicaから大きなgreat primerで組み直し
たことから、 1紙葉では収めきれず、 2紙葉が使
われた。そしてこの変更に合わせて、折記号も
great primerに変更されたのである。
折記号は基本的には本文と同じ大きさの活字で
表示される。この本の場合、挿入紙葉の折記号が
大きくなったのは本文ページの活字に合わせたに



― 3―

すぎない。折記号だけをあえて大きな活字で表示
しようとしたわけではなかった。
折記号をより大きな活字で表示する方法は巧妙
である。しかしこの表示方法は本文を大きな活字
で刷り直した場合にしか採用できないので、使い
方は限定的である。そのため、この例はあまり見
かけないはずである。
折記号（と紙葉番号）は紙葉どうしを区別する
工夫であるが、それと同時に紙葉の所在を示す工
夫でもある。そのため紙葉を削除し、それに代わっ
て新たに紙葉を挿入する場合、もし示すのであれ
ば、折記号は挿入場所を含んだ表示だと便利であ
る。この時の挿入場所とは削除紙葉のあった場所
なので、削除紙葉の折記号を含んだ表示というこ
とになる。
表 2でも、表 3でも、great primer の f は、（削
除紙葉の折記号である）pica の fと同じ形なので、
挿入位置を示している。しかも削除前の折記号よ
り大きな形で表示する事によって、削除紙葉とは
別であることを絶妙に示している。従ってpica f
とgreat primerｆは別々の折記号と言うことにな
る。
次に f折丁の表示方法であるが、表 3の場合、
挿入紙葉は折り目でつながった二折なので、great 
primerで f 2と表示できる。他方、pica fの折丁で
は 8紙葉の内の f 1 が削除されているので、f 8  

（‒ f 1 ）となる。両者の関係はpica f折丁の 1枚
目を削除した後にgreat primerの 2紙葉が挿入され
たので、下記のように記述しなければならない。

f 8（‒ f1+f 2 ）
ところが表 2の場合、f 2 は挿入されたが、 f 1

は削除されていない。この時、紙葉が追加された
だけとみなして、下記のように並記すると、f 2
はf 8と関係のない束になってしまう。

f 2 f 8

　f 2 はf 1 の差し替え紙葉として印刷されている
ので、たとえf 1 が削除されていなくても、f 2 は
pica f折丁に関係した紙葉として下記のように記
述する必要がある。

f 8（f 2+f1）

折記号（表 2では fとf 2 、表 3ではf 2 ）は重

複していたわけではなかった。 1つはpica、もう
1つはgreat primerという別々の折記号であるばか
りでなく、great primer の 2紙葉は折り目を 1つ
持っているが、「後から印刷した」紙葉であった。
従ってpica f折丁が最初に印刷されたとき、表 1
からわかるように、 1折丁、 1折り目という原則
は崩れていなかったことになる。
「後から印刷」されたかどうかは折記号で記述
するとよくわかる。前述のf 8の「 8」のように、
折記号に右肩数字を表示できるのは折丁（の紙葉）
の作られ方がはっきりしている場合である。そし
てその折丁（の紙葉）に「後から変化」が起これ
ば、それを示すのに使うのがカッコである（注 3）。
上記で言えば（‒ f 1 +f 2）の部分である。

A（2ll.）（注 4）

それに対して、折丁（の紙葉）の作られた様子
がはっきりしなければ、紙葉数を確定できないの
で、右肩数字は使えない。そのため、折記号だけ
を示し、紙葉の様子はカッコでくくって示すこと
になる。
次はElementa philosophica de cive.  Auctore Thom. 

Hobbes.  Amsterodami, apud Henr. & Viduam Th. 
Boom（1742）である。この本のタイトルページ
は図 6に示した。この本の折丁の様子は表 4に示
した。

*12  ** | □　** 2  ** 3  ** 4  ** 5  | □ □ □ □
† †2 †3  □　 ††  ††2  ††3  □ □ □
A12 B12 C12 D12 E12 F12 G12 H12 I12 K12 L12 
M12 N12 O12 P12 Q12 R12 S12 T12 V12 X12 Y12 
Z12 AA12 BB12  
CC CC 2  CC 3  CC 4  □ □ □ □ DD □ 

表 4：全折丁の状態

この本では**折丁が問題であり、この折丁の各
紙葉の折記号付けと紙葉のつながり具合は表 5に
示した。

** | □ **2 **3 **4 **5 | □ □ □ □
6 7 8 9

表 5 ：**折丁
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**折丁の冒頭の 3紙葉、即ち、**［ 1］、折記号
のない紙葉そして** 2 は図 7、図 8、図 9に示し
た。折記号のない紙葉は**［ 1］と折り目でつな
がっていることから、［** 2 ］となれるので、
** 2 の折記号は 2つあることになる。
そこで先のA brief disquisitionの場合と同じ手順
で最初の 3紙葉を調べてみよう。まず折記号の形
であるが、図 7と図 9の折記号を比べると、形も
大きさも同じなので、表示形に差異はない。
紙葉のつながり具合は最初の 1枚（折記号**）
と（折記号の無い）次の紙葉とが折り目でつながっ
ている。そして折記号** 2 、** 3 、** 4 、** 5 の
4 紙葉と折記号の無い 4枚はそれぞれ折り目でつ
ながり、且つ 1つの折り目で重ねられている。 
**折丁は折り目が 2カ所あり、各紙葉はいずれも
折り目を境にしてつながった一対の紙葉（即ち、
偶数）であることが判る。
通常、折丁の折り目は一つであるが、 2つある
場合がある。よく見かけるのが削除と挿入の起
こった場合であり、先のA brief disquisitionがそれ
にあたる。この本もそれに該当するのかを調べて
みよう。** 2 から始まる紙葉の束は折記号番号が
** 1 ではなくて** 2 から始まっているので、** 1
の削除されたことが考えられる。もしそうであれ
ば、折り目をはさんでつながっていた紙葉が残っ
ているはずであるから、総紙葉数は奇数でなけれ
ばならない。しかし総紙葉数（ 8枚）は奇数では
なく、偶数である。** 2 から始まる紙葉の束には
最初から** 1 の紙葉が無かったと見て良い。とな
れば両束の関係は、後の束の** 1 を削除して、前
の束（ 2紙葉）を挿入したわけでなく、最初から
2枚の用紙を使い、それぞれに折り畳んで作られ
た 2つの独立した束ということになる。
そしてこの 2束を並列に並べ、各束の「折り目
の左側の紙葉」に折記号を付けた。これで２つの
束さらには「折り目でつながった一対の紙葉」は
順番に並んだが、紙葉の折記号付けには失敗して
しまった。
表 5を見ると、 2枚目の紙葉をとばし、 3枚目
の紙葉に** 2 と折記号付けしている。 2枚目の紙
葉に** 2 と付けたいところだが、この紙葉は最初
の束の折り目の右側にあるため折記号が付けられ
ない。そこで次の束の折り目の左側にある最初の
紙葉（ 3枚目の紙葉）に** 2 を付けた。おかげで

2枚目の紙葉は折記号上で存在しない紙葉になっ
てしまったばかりでなく、その他の紙葉では 1番
号ずれた折記号になってしまった。** 2 が重複す
る要因はここにあったのである。
　 2つ目の束でも折り目の右側の紙葉に折記号は
付いていない。しかしこの束の後に第 3の束（即
ち、折り目の左側の紙葉）はないので、折り目の
右側の紙葉に折記号を付けなくても、それらが無
視されることはない。最初と 2番目の束とでは折
り目の右側の紙葉の扱いが異なることが判る。
次の束がない状態は 1折丁 1折り目の場合を考
えれば最も分かり易い。「折り目の左側の紙葉」
へ折記号付けする法は 1折丁 1折り目の紙葉に折
記号付けするための専属の方法であった。
にもかかわらず 2つの折り目がある折丁の紙葉
にこの折記号付けをしてしまった。 1折丁 2折り
目という、新しい形の折丁を目指したのかもしれ
ないが、用いた折記号付けは既存の 1折丁 1折り
目用のそれであった。 2折り目の折丁作りを試み
たものの、良い成果は得られなかった。
もう一つ考えられる形が製本ミスの可能性であ
る。最初の 2紙葉を** 2 から始まる紙葉の束の折
り目の一番外側に重ねると

**［1］ ** 2  ** 3  ** 4  ** 5  | 6  7  8  9  10

表 6 ：製本ミスの場合

と並び、折記号 1つ、折り目も１つの、すっきり
した形になる。そこで表 6、即ち、**［1］、** 2
の順かどうかを、つなぎ語と初語を使って調べて
みよう。

折記号 つなぎ語 折記号 初語
**［1］v tate ** 2 r atque

表 7：紙葉のつながり具合

表７を見ると、両ページの表示は一致しない。
それに対して、表 5の冒頭の 3紙葉（**［1］、
［** 2 ］、** 2 ）をつながり具合で示すと表 8の通
りである。
表 8を見ると、 3紙葉はつなぎ語と初語が一致
する。3紙葉は表 5の順に並んでいることが判る。
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最初の 2紙葉は製本ミスで配置されたわけではな
いので、この 2紙葉を後の束の折り目に重ねる形
はとれない。  

折記号 つなぎ語 折記号 初語
**［ 1］v tate ［** 2 r］ tate
［** 2 v］ atque ** 2 r atque

表 8：紙葉のつながり具合

次は表記の仕方である。**［ 1］から始まる 2
紙葉と、** 2 から始まる 8紙葉は 2つの束である
が、折記号（**）は同じなので、いずれも**折丁
の紙葉になる。紙葉数は 2紙葉と 8紙葉なので、
合計10紙葉となることから、下記のように表示出
来るのであろうか。

**10

右肩数字とは、折丁中の紙葉の枚数を表示する
工夫であるが、この表示には隠れた要件があった。
紙葉には「 1つの折り目でつながっている」こと
が求められているのである（注 5）。
そのためもし上記のように表示すると、**折丁
の折り目は 1つで且つ紙葉は 1枚目と10枚目、 2
枚目と 9枚目と言った具合につながっていなけれ
ばならないことになる。しかし**折丁がそうなっ
ていないことは前述した通りである。従って、上
記の表示は出来ない。
折り目で分ければ、最初の 2枚と** 2 から始ま
る 8枚の 2束なので、下記のように表示できるの
であろうか。

** 2   と　** 8

右肩数字には隠れた要件がもう一つあった。こ
の数字が使えるのは、最初の紙葉の番号が 1ある
いはそのように推測できる場合に限られているの
である（注 6）。そのため、**折丁の最初の束の
1枚目は折記号が**［ 1］なので、** 2と表示で
きる。それに対して、後者は最初の 1枚目が** 2
なので、右肩数字を付けて表示することはできな
い。ではどう表示すればよいのであろうか。

**［ 1］と折記号のない紙葉が折り目でつながっ
ているとき、** 2と表示できると言った。つながっ
ていることを視覚的に示すと、**［1.2］となる。

ピリオドは 2枚の紙葉がつながっていることを表
す工夫であるが、この時、最初の紙葉番号が 1で
ある必要はない。何番であっても良い。加えて、
複数の紙葉が折り目でつながった状態を示すこと
も出来る。

** 2 .** 3 .** 4 .** 5 . 6 . 7 . 8 . 9 （注 7）

問題となっている 8紙葉を上記のように表示す
れば、** 2 と 9 、** 3 と 8 、** 4 と 7 、** 5 と 6
が折り目でつながっていること示すことになる。

**折丁全体を表示すると下記のようになる。

** 2   ** 2 .** 3 .** 4 .** 5 . 6 . 7 . 8 . 9

ところが上記だと１つの折丁であるにもかかわ
らず、 2つの束で表記するため、 2つが関係のな
い束となってしまう。現在の表記法の限界である。
この本では、表 4を見ると判るように、10紙葉
を印刷する機会は 3回あった。10という数は用紙
1枚では作れないので、いずれも 2枚の用紙が用
いられた。
一番目（**折丁）は前述した通りである。
それに対して 2番目も 2枚の用紙に印刷し、用
紙ごとに†（ 4紙葉）と††（ 6紙葉）の折記号が
付けられ、折り目はそれぞれに 1つ出来た。折記
号付けと折り目でのつながり具合は下記に示し
た。

† †2 | †3 □

†† ††2 ††3 | □ □ □

表 9：†と††折丁の各紙葉と折記号付け

そして 3番目も 2枚の用紙に印刷し、用紙ごと
にCc（ 8紙葉）とDd（ 2紙葉）の折記号が付け
られ、折り目はそれぞれに 1つできた。折記号付
けと折り目でのつながり具合は下記に示した。

　
CC CC2 CC3 CC4 | □ □ □ □　 

DD | □

表10： CC と DD 折丁の各紙葉と折記号付け
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　 2番目と 3番目はいずれも用紙ごとに 1折丁、
1折記号、 1折り目になり、問題なく折記号を表
示できる折丁になっている。
この本では**折丁の印刷後、10紙葉の印刷方法
を変え、 1折丁、 1折記号、 1折り目の方式にし
た。**折丁のような折丁の作り方は間違いとみな
したのではないだろうか。
バ ウ ア ー ズ は 彼 の 大 著  Pr inc ip l e s  o f  

bibliographical descriptionで**折丁のような
折丁について全く触れていない（注 8）。彼は「初
めて」折丁を印刷したとき、 1折丁の折り目は 1
つという条件の下で、折丁の記述方法を説明して
いるからである。とは言っても、彼は、折り目が
1つという条件を強調しているわけではない。例
外がなければ、その点を強調する必要がないから
である。最初の印刷で、折り目が 1つだけとは限
らないことを指摘したのは本稿が最初である。
しかし例外だとしても、表記しなければならな
い。そこで試案を示してみよう。

折記号（折丁内の紙葉を折り目ごとに列挙）　　　　　

この表記は折丁内の紙葉の数が不明な場合と同
じ形である。折記号に右肩数字を付けない点も同
じである。しかし試案の場合は折丁内の紙葉数が
不明なためではない。折り目が 2つあるために右
肩数字が使えないからである。そのため紙葉数は
カッコ内に折り目ごとに記述することになる。こ
うすれば、各束は当該折丁の束になる。実例を示
すと、下記の通りである。

**（** 2 ,  ** 2 . ** 3 . ** 4 . ** 5 . 6 . 7 . 8 . 9 ）

　「初めて」折丁を印刷した時、 1折丁に折り目
が 2つ出来た例が見つかったが、これは折丁印刷
に失敗した例であることが判明した。従って折丁
を「初めて」印刷した時、 1折丁、 1折記号、 1
折り目は折丁が備える要件とみなして良い。
本稿をまとめるにあたり、元名古屋大学附属図
書館研究開発室の中井えり子さんにはお世話に
なった。お礼を申し上げる。

図版：
1 ‒ 5 は名古屋大学附属図書館所蔵の下記の本を
撮影した。

請求番号（Mizuta 1785）
James Tyrrell. A brief disquisition of the law of 

nature. London, Baldwin, 1692. 
6 ‒ 9 は名古屋大学附属図書館所蔵の下記の本を
撮影した。
請求番号（Hobbes 148）
Elementa philosophica de cive.  Auctore Thom.  

Hobbes.  Amsterodami, apud Henr. & Viduam Th. 
Boom, 1742.

注
1 ． 表 1、表 2の本は名古屋大学附属図書館
（Hobbes I || 275とMizuta || 1785）、表 3の本は
ESTCによると、British Library などで所蔵す
る。

2． ミーンラインを21行で測定すると、下記の通
りである。     
大きいf：11.7cm（測定場所f2 r）   great primer
小さいf：8.45cm（測定場所f1 r）   pica
（Gaskell, F. A new introduction to bibliography.  
Oxford,  Clarendon Press,  reprinted with 
corrections,  1979.  p.15. Table 1.  1660‒1800年）

3． Bowers,  F.  Principles of  bibliographical 
description.  New York, Princeton University 
Press, 1949.  Reissued , 1962, by Russell & 
Russel.  p. 231.

4 ．op. cit.  pp.228‒ 9 .
5 ．op. cit.  p.201.
6 ．op. cit.  p.243.
7 ．op. cit.  pp.241‒ 2 .
8 ． グレッグやマッケローも**折丁のような折丁
には触れていない。

Bowers, F. Principles of bibliographical 
description.  New York, Princeton University 
Press, 1949.  Reissued , 1962, by Russell & 
Russel.

Greg, W. W.  'Formulas of collation'  A 
bibliography of the English printed drama to the 
Restoration.  Vol. 4 . Excursus IV. pp. cxlviii-
clviii.

Mcker row,   R .B .   An in t roduc t ion  to 
bibliography for literary students.  Oxford, 
Clarendon Press, 1927.  pp. 155‒163.
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図 1 : title-page

図 2：great primer f
　　　差し替え紙葉（所在 f［1］r ）

図 3：great primer f 2 の折記号
　　　差し替え紙葉（所在 f2 r ）

図 4：pica fの折記号
　　　削除前の紙葉（所在 f1 r ）
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図 5：pica f 2 （所在 f2 r ）      

図 6：title page  

図 7： **［1 r］（所在 **［ 1］r ）    

図 8： ［**2 r］  折記号は
　　　表示されていない（所在［**2］r ）
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図 9： ** 2 r（所在 **2 r ）




